進行係
（１）仕事の内容
　　　　競技の進行全般　　　

（２）準備する物品

①　無線機３　②　椅子（１チームにつき選手用５＋介添え用１＋次のチームの介添え用
1、 リーグ戦やトーナメント戦の場合は、更に控えの選手用に５が必要）

（３）役員の必要数

　　　１組３名（主進行１＋副進行２）、４交代で行い１２名。

（４）競技開始から終了までの手順

★競技開始前

1 的前係と無線で連絡をとり、的の角度や向きなどを点検する。

2 的前審判と無線で連絡をとり、的中表示の器具の見え具合を点検する。

3 椅子は射位から三歩前の線に並べる。ただし立射の場合、本座の位置は射位から二歩前の位置になるので注意する。

4 競技開始の時間が近づいたら、各部署の準備が完了したかどうかを、無線などで確認する。その後選手を第二控えから射場内に入場させて、競技責任者に対して試合開始を宣言する。
　★競技中

　①「只今から○子の部、団体兼個人競技、○次予選を始めます」のように、競技の種別ごとに競技責任者に対して宣言をする。

2 前の立ちの大落の閉じ足で『起立』と、その後『始め』と号令をかける。　
3 弦が切れた際の処理、筈こぼれした矢の処理、何らかの理由で競技を中断する際の選手への指示など細かいことは、それぞれの射場の副進行が行い、主進行は競技の進行を司る。

4 的が傾くなどして競技を中断する際には、的前係、的前審判、計時係などと十分に連絡をとりあい、選手の行射に不利になったり、競技が間延びしないように配慮する。選手やチームの間合い、危険や違反などについても競技責任者と共に留意し、場合によっては指示、指導、中断などの処置をする。

5 以上で○子の部、団体兼個人競技、○次予選を終わります」のように、競技種別毎に競技責任者に対して宣言をする。

⑥　無線機では頻繁に的前係や的前審判と連絡をとりあい、矢取りの生徒の動き、的中に関する判定、的の傾き具合、試合の進行状況（次に何が行われるのか）、的替えの時期の確認などを行う必要がある。特に個人競技の射詰めの際には、選手







































が何名なのかなどを頻繁に交信する必要がある。

⑦　個人競技の決勝戦の際には、記録係、召集係、的前審判などと緊密に連絡をとりあい、間延びしないようにしなければならない。

　　★競技終了後

（２）の物品及び射場内を片付ける。

　（５）留意点

1 競技の行射及び進行については進行係が主導権を握るが，難しい判断の場合には競技責任者と連絡をとる。

2 個人競技の射詰め９本目からは八寸的になることを、的前係や的前審判と確認しあっておく。

3 何らかの理由で競技を中断させる場合などには、選手の行射に時間的な不利が生じないように配慮する。

4 第二控えの選手の入場時期は、前の立ちで行射が遅いチームの二本目が終わる頃であるので、召集係と連絡をとりあう。









































